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冒頭にご紹介いただいたとおり、本日は、RPAの

動向と展望ということでお話をさせていただきたいと

思います。

最初に自己紹介をさせていただきますと、私は、

NTTデータという会社でもともとはシステムをつくっ

ていたわけなんですけれども、ここ数年、新しい技術、

フィンテックというとちょっと広過ぎるんですが、AI

とか RPAとか、あるいはビッグデータ、こういったも

のを各金融機関様に、導入に当たっての上流のコン

サルティングであったり、そういう技術動向を広める

ような立場でお話をいろいろなところでさせていただ

いているということでございます。

今日は、その中で RPAがテーマでございますので、

RPAを中心としながら、こちらの領域は特に人工知

能とも割となじみの深い領域でもございますので、そ

ういったところも含めて、将来の展望までお話をさせ

ていただければと思います。

Slide2　Agenda

本日お話しするのはこちらのスライドのとおりなん

ですけれども、RPAとは何かというところ、こちらは

皆さん、もしかすると既にご存じのところもあろうか

と思いますが、簡単にご紹介をしまして、そのあと、

RPAツールの話、それから、導入事例とか、あるい

は導入に当たってのポイント、最後に RPAツールが

今後どうなっていくのかというところをお話ししたいと

思います。
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1.RPAとは何か

まず最初に、RPAとは何かというところでございます。

RPAとは何かというところで、まず簡単にご説明を

いたします。

Slide 4　RPAとはソフトウェア型のロボット

Robotic Process Automationというところにつき

ましては既にご認識のとおりかとは思いますけれど

も、ロボットを使った事務プロセスの自動化であると

考えていただければ結構かと思います。ただ、ロボッ

トというと、皆さん、割とペッパーみたいなものとか

を思い浮かべがちではあるんですけれども、ここで申

し上げているロボットは、別に実体がある必要は特に

ないかと思っております。

ここは、どちらかというとソフトウェアとご理解いた

だければと思いまして、ここでは、理解を簡単にする

ためにパソコン上で動くソフトウェア型ロボットと書き

ましたが、別にパソコンというよりは、コンピュータ上

で動くとご理解いただくのが正確かと思っております。

実際の絵に描いているとおりで、パソコン操作をソフ

トウェアが代替してくれるというようなイメージになろ

うかと思います。
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Slide 5　RPAの概念

RPAの概念というところなんですけれども、今まで

は人手で行っていた事務作業というものをソフトウェ

ア型ロボットを使用して自動化することで、特にホワ

イトカラーが行っていた事務作業を自動化することを

指す概念であるとお考えください。

ここは若干キャッチーに 9倍の生産性と書きました

が、これはツールによって実はいろいろ違いますし、

物によっては 9倍の生産性は出ない場合もあるんで

すけれども、例えば試算すると、というレベルなんで

すが、作業速度というのは、1回覚えさせるとそのま

ますっと自動的に流れてまいりますので、我々が実際

計測してみると、大体人が普通にやるよりは 3倍ぐら

い早いのかなという感覚を持っております。

1日普通の人が 8時間働くという前提で考えますと、

24時間働き続けることも理屈上は可能でございます

ので、そういったことを加味して、あえて言うならば

9倍ぐらいというふうな生産性で示しております。た

だ、実際のツールは物によって速い、遅いもござい

ますし、事務によってはスピードが出るもの、出ない

ものがございますので、これはあくまでも目安とお考

えいただければと思います。このぐらいの生産性が出

るということであれば、1度試してみると、どのぐらい

効果があるのかは、ある、なしはすぐに判断がつくと

いうところでございますので、比較的わかりやすい効

果を出しやすいツールというものであるというふうに

はご理解いただければと思います。

Slide 6　ホワイトカラーへの浸透

先ほども申し上げましたけれども、いわゆるホワイ

トカラーの業務に対して、労働者の置きかえというと

ころになりますので、今まで製造業で起こってきてい

たファクトリー・オートメーションと言われていたもの、

ファクトリーの部分が、まさにホワイトカラーで普通

の事務オフィスでやっていくという概念になろうかと

思います。欧米では当然こういった部分というのはビ

ジネス的にも非常に盛り上がってきておりまして、自

動化というのは今後企業内にどんどん浸透していくの

は必然なのかと思われております。


